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紺直鍋局宇宙崩発委員会姿員長－・
’鎗S白字E笠岡発蚕員会定例会訟の凶催について

徐記会議を下記によ D胎挫しますので、ど尚j話下さい。

言己

陥和1/-3年g月・28'日（水）

午後3時～'I-時

時日λ 

科学技術庁第。2会議室

（／） 昭和＃＃年度宇宙開発関係経費の見積り方針

沿よび概算要求概要

所“場.2. 

題言説3. 

＼ 

， 

その他臼）
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,,- 第S恒！宇宙開発委員会定例会議議事次第

λ 第 I［副宇宙開発委員会定例会議議事要旨の確認

2. ab和＃＃年度宇宙崩発関係経貨の見積り方針および枇算要求

積極安

3. その他

料

益 S-1

委S-.2

第 II函字面倒発蚕負会定例会首長説挙安富

l惜相If.・ IJ.年度における宇’由’同先倒依融資の見，E貰 D万針

および凶算要求磁妥について｛集｝

／ 



〆
第／図宇宙開発委員会定例会議議事要旨

λ 日時 昭和JI.3年g月I6日（金）

/lf:OO～／S:30 

.2. 場 所 科学技術庁第:J.会議室

、ま 議事次第 （／） 委員長挨拶． ω委員会議憧僻説助

臼） 委員会談憧伝等説号H

~） 姿員長代理主指名

、「，ー／

委委＝字

／ 

/• 

~） 参与の人越構怨および幹事の人議方針。審議

総理府内閣総理大臣官房審議室長（代理：内閣総連大臣官房審

議室岡野英雄）

科学技術庁事務次官 ’ 井上啓次郎



〆

／ II 

＼ ． 
科学技術庁官房長 馬 場 也

研究調整局長 梅沢邦臣
， 

文部省大学学術局審議官 渋谷敬ニ他

通商産業大臣官房審議官（代理：重工業局航空機武器謀

伊藤重喜一｝他

工業技術院総務舌~長（代理：工業技術院総務謀

、山崎宗議）他 ． ， 

連輸省大医官房参事官｛代題 z官房技術調査官

清水正義）

郵政省電波監理局審議官（代越：電波監理局技術調査謀
＼＼ 

植 同政司）他

郵政省電波監理局需拡総通信者1)長 石川先夫

/ ' 
短説大臣官房技術参肇宮（代通：大臣官房技術調査官. 

藤 田 尚 美 ）

事務局

科学技術庁研究調整局諒整課長 藍 原 義 邦 ． 
II II 宇宙企画課長 山 野 正 登

／ 
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• 

事務局 科学校術庁研究苅整局宇宙防発謀授関山 京滋

他

£ 配布資料

、委／ー／ 萎員会設置法会委員会令、附帯決訟

議／一.2 宇宙向先審議会＃号答申

萎 1-3 参与の人選構想（案）

姿 I-'I- 幹誕の人選方針（築）
。

＼ 

＼ 

／ ， 



一一 一一一 ・r

' 

， 
． 
． 

ちの

拶

ρ

挨

拶

。

旨

長

挨

た

要

員

長

し

事

委

員

本

訟

委

了
ハ
υ

ι
 

， 

「字箇ぬ発蚕員長談話」を発表することを

ω） 委員会設置経緯説~

主事務局よ D字由副主色姿員会談憧にいたる給減をi説明

ω 袈民議憧法等説明 ～ 
． 

執税局より「拍開発委員議霊法J、J宇宙民自発姿員会令j

および「宇’由加治会員会談蛍伝議に対すゐ附帯決昔話」（衆説峰

衿字弘術担史民苅策将加設員会、益議院内閣委良会）を説刷

にれに対して次υようなまミ議応答がめった。

(J みJ粂治／：良治3告を克，ると宇治tif五%委主主i会が各省ψ逃走

を自ら tiミ成し決定するとゅう J:うに九えるが、予鉾・り凡虚ー

りは各省、がそれぞれ行なうものであって、字詰側先委員会＠

スタッフでは予算の作成作美などは同来ない。 〆

また＇ 5g..2粂第／項第3号は同抑制号に含まれるも‘・・ l． 
と鮮されるがどうなのか。 「

（答） 財政訟に規定されている経費の見積D権限はぜ各雀

庁が行なうものであり、委長会がとれを行在うというととで’

はな0。第。2条第／：演第3号の趣旨は、当委員会が国家行法

組織訟の第g栄悦朕jとして、各省庁の字m凶先民i係1i'ffi賓の盛ァ

積 DU仁ついて企幽し、若手動し、その決定に基づき、内閣総理

ズ昆κ志見J；注述べゐことによって、阪肘予算おに姿員会り淀

働，＿



．炉

、． 

、．

,'9、

定以挟させようと川のであり、実際には、各省庁の：

宇宙~4発予算要求袋を検討し、とれに対して意見をのべる

ととになる。

0 S高2条第.2~賞第£告の「施設および設備の街発J は問項

第／号f/C含まれるのではないか。

（谷） 路 .2 朱第 2~良主主。2 壱り「ぬ談ぷび設備ω陶発J は打

よげ2えび追m~亡 Bもするものであり、これに対して向頃第

／告の「施設及び設備の踊発jは人工衛星誌等の崩発f/Cgー

するものであってぜそれぞれ加悩のものである。。国会のに「字通助発委員会寄託憧訳築に対すゐ附帯決議長Jに

は「字面白筒先JとめD、 「字・歯肉鎚委員会訟1直~J には

，「字画の尚治Jと、 「字’出岡玲」とがめるが便V当分げはど

う＼か。

（谷） 「字・由凶発」は議事.2粂員喜一2取に定説されたとおりであ

D、 「字由の協栄」は「字国副知」よD広義の主主派としー

て使われている。

・o 大学における研究および崩発はとの委員会の所掌陀入る

のか。

（答） 大学肥おける研究沿よび偽ヲきのうち、科学衛星およ

び科学衛星打上げ用ロケットの崩発等は＼第3条第J項

に該当するので、委員会の市掌事務に含まれる。

（的委員長代趣指名．

姿員長代温には山県姿良が指名された。 ～ 



． . 

(S) 参与の入選有毒怒および幹事の・人選万針審議

o・事務局よ b宇宙ぬ発委員会参与の入選構想（案）につき滋

明りのち、委員長より参与にづいては乙の構想に基づ〈具1本

的な人選集を準税局から提出させ、焼金暴露女主穏吾1・したφ
('¥-:-. ~ ＞川 千川町おL.l

旨が述べられ、了本された。 い』 v I I 

。事務局より字面倒発姿員会幹事の人選万針（笑）につき説

明りb ち、了承された。
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駒44報池物箱醗蘇繊一直痔鋸上徽餌轍躰つ・Z曝⊃
・季‘一z

賜和蝕年震醐ナるぎ働篠肉振軽貨の貝積ウ㌻針獄∬訊痺鰍’纐：｝士ヒリあ丸ナ’炊のヒおσとする・

灘．本如のdZぜひきつグ鶴議雄；め冷俊当報会におdζi難ナ多を餉発計函乞勘集しZ／∂畔畷終餉な

｝艇痘行びうニヒヒづ一る．

エ　墓本方針

　　昭和44年度．穿宙痢発灘雛婁の環宿りと卿引¢媛っZ悲劉〔の世界におけ露劒絹袋の勃向にかんがみわ力咽

とじ託纏こ郎本鋤1駆噸参加蜘務ニヒ顔蜘．額三三含牌冒紳1埴べ劇薩箱験緬磁
魑輸顛獄ム・勧ゲ多に柵る内外縮鋤数蜘裟し》効躯に蓬つ1・き馳うも批掬・

ノ顯轍醒にっqZ臨髭物におげ壕挨薩夙乙昭和4伽二亀鵜観測纏乞撞瑠肱9籟蕨
　　蜘鰍麟燵域城ナ祝晒目橡ヒし乏醗鯵と晧に鮪耀，蘇燧・眺四望辱瑚麹崩湧弥騒技

　　懸地七利碍穐厳尋の開発匂笙め多ニヒヒナる・

　　　実喉鹸纏祉ゲ励ケ〉庫クGzぜ，紹和妬年骸塑榛に鰍三星祉欄リケ＞1・（〃・ケ外）にっ

　　腱鮮御徽嗜の・ケヅトlaロケ＞1ト｝錦癸し諏ビよリ電離囑娯測双星彦嬬上げ㊧。とヒしざらにロタヅ．

　　脇灸匂動．沼和43年獲完威セ自擦1二入／ロケット鏑夷しこ1川2表リ喫鹸用癖止匝信拠呈セ灯ち上ずろ二とど

　　ナ多、

（／）



ム科紅望にクdzば．前移に謎クつ・・缶琳和44嬢に蜘z塊装・琳放射陳♪留燦算の擬副焔前L歩る

粋勃哩垣前発しこ賜齢鯵上げ・孤ヒとナゑ

　　科学黒星打1ヒ1ナ用ロケットにっq乏1ぎ，6き6ゲき珂ごケ・ノトの彪頼桂向上のとめ・嗣発受些のる・　　　一

3、べ：〔征星およろ・人二〔粗星打ヒナ隔ロケ外の用発士よδ打上ずに1腰な蒐裟鼓備の埜備迄猛あろ」乙もに・人エ仮星屋

孫四強κ燃かろニヒヒナ診。続，繭席発肉劇賄につ・ノ7も研究嗣発乞櫨勧多。肱サる・

4，のが働守鮪知本鞘に臨宮鞭カ…致聰しZ篠蜥助縮の新辮ノ醇跡制挫備断筋。ヒ吋
　多σ’

三島宙即発灘艇貴の概印軟燈芯

　　琳の方針薩婚蜘4塀翻垣庁隊醐纈癩窮ね敷つ（π・纏セ瀦銑蘇翻知ヒ由りで
射勿艇縛鱗ば。ケ》ト揖び人工耀痂蜘腰脛雍ぼ吻轍貨まで乞勧Zl…如麟

　嶺務頁垣：行瑠顯’oζ）oづ夷円で乃ろ。

　　こ疲貴に圭フZ行はう鑓車案比次のと勾錫ゑ

・ノ　実用征星嵐係

　（／）　鼠椿嵐係の実用’実鹸狙星の痴発1

　　　騨屡醐醒防、1君，前年度に6、きつグ錨鰍駒嗣獲俄ろ比㌍．耀の顯験乞デノし’雛試

～2）



　　』’展已デ・ノレ算セ卸乍レ試族セ行は．ラ・

　　実激、｛1静止短佑伍星にプ、パzぜ，ミリ渡蓄中艦霧’李勢制御ンステ∠＼）尋の朔四域fけう・

・z）勿也嫉心恋醒の鹸鄭　　　　　　　．　　　　　　．　　・　　　　　、ウ

　　賜，緬隔心族喉験鯉ヒつqz臨賜耀瀦磁糠測寵・儲耀橋三三薇恐縮縮
　寒〃前足血行婬ラ・

　　蚤勘ペ気品に詰論賄に川Zl雨季謝獅繍・鶴剃麟術昇廟癸蜥なう・

（3〕衷用裏張紐望打上ゲ用匂ヶツトの二二

　　θロヶソドニっ1ノ名士．麟b43葬褒の裳丸払物彪果に麸プ各．参糊雛拮よzべ洛別の顔斥切御（♪・性能確齪

　の励膏雨惑乱ラ．振1釦弼ト彫騨麟・ケ》ト垣嗣麹6た加乙3一・防外扮ヶ辮
　制御枝術確立！奪のための）h型ロケ・ゾトの：飛し上う実醸セ行力♪ラ・

　　ノ〉ロケ・ソトビっ（lZ蔭，歯冠：研ヲΣ陣富めるヒ乞ちに楓食教計乞薩立寸多・

（4）灯」ビザ’場お三一地上訊。鹸’施嵌籔楠。整．備

　　翔流露。鹸にノ腫漱幽徽硝ヒ刎滋蜘44霧励蟹一ひ工外一三轍駿獅湘

（3）



●’

z、　禾キ享征星蘭尿

　σ、雫キ下品z星の打上ゲ・

　　　　層一43．ロケ・ソトに．上り’牙／冒およム・やZ署君一孝粗．星セ打ち上ヴろ。

　己）　科学犯望の廟爽

　　　紹郷惣騨紬鍛蹴う1称耀欝醒（繍）郷ナる・

引面面動ヒ甥切，劉トの験　　　　　 ．

　　　ナZ署群学伍星打とげ儒ロケ、ノトと。し乞層一4∠．9ロプゾトセ裂イ乍す：る．

　　　ナ3密科掌粗星打ヒげ用匂ケ・ノトヒしゼ図一4se・ケ）ト棚癸ナる。二のたあこれに庭琢ぼz＞欠暖射握

　　力虚舳（丁、／の躯難蕨し，レ4翼。ケ淋は峨しめ嫉坊肪。求だ窟二四

　　よ飽罷翻蜥傷励斜づ・・ケヅト鰯郷るヒヒも雌燃顧鹸．魚・坊猴物回忌摘
　　玖・三差行控ニラ。

（4）地上施教蒙庵の騒痛　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　趾舖ヒフ・’踏甫燧寓碓しZ挺勃増しブト勿キング躯雑糊貧鷲欝躍・ケツ鵬
　　係としz柏コケ・ソト蔦速ア’一タ髪修装置尋乞礎回気実ナる。

3　ペ工粗星：）望感鋼の∫一寸

　　　ベエ粗星につぐlz渉距雌むよヶ距醜薯4や隼方穴隊ろ豊預横置旧実用実喉双星あ1よろ巳・科学炬望嵐弥のとめの施教薇蘭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）



の鰯翫よみ催蒲セ行旗ノ、人・〔胆星庭回励訓陸陸か多・

4，疹制の笙痛

の副帯隣柳肋雛拓励宇鮪癸鰻馳蜘臨額席稲・力考微鮪膓L匠に落翻雛塵
　　棚竺袋覇・磁釈しZ舗囚縛集灘祈詩ナひ

　（2）ぎ萄儲癸肉係の研究立促進ナ多たあ，嵐係回立試喉所宛汝肉の充髪セ渉ヵ、る・

●

0孟，　老の他の主卑車項

　11）等宙痴袋劇皇接術の研究の堆塵寿

　　　葛修頼性電手却易，光学測嵐拶術寿宇宙崩癸に肉塵窃多墓礎痢研究乞堆些ナるヒ・ヒ乞に・O惚らの研究力、租互圃に

　　鯛和蘇ちっっ鰯純踵珍ラ多よラ循置ナる．・

　ぽ）灯｝ニケ・実磯実施の円’晴処

　　　荏子易与宙恒汐＿赫乙・鹿見易守宙祭向観測所1留すろロケット打ヒナ婁鹸切齪行に彰たフZば・廟四懲蒙肉原

　　勧協加▽ノ腰莇初で．綜振興ナ榛勧欠勃円灘撚力’ろ・

　3）　塗の他

　　　抽鞭瞭観にイ粉U，ぺ勲爵．感奮嘱麟癖備鱗齢ナ紗嵯の獅幽軌つつ物の
　　さ二部ウ蓬駕力1っ堆：陸ナる・

曽）
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瑠和44鞍箱崩発園係峰賓の侃享厚生薇卑
（単届〔〒側

層　庁 世労義肉 車　　　　　　　項 43葬褒子算顔 ψ醸柳綱噸 備　　　　　　　：老

守宙痴癸．彦 穿宙嗣癸摩員含経奏

@　　　　　　　　　　　　｝hの　処　　　　｛

ノ。，44、ζ

@
／
ξ
．
z
／
ク
ノ

小　　　計 2舌，663

翫空宇宙枝桁研尻前 穿懸隔爽尉係白白 ㊨3コ62ま・
@670　クタ／

．守宙痴爽堆准本剖
」液官理運珍賃（3ナ均合）　　　　’ ㊨ノ‘47．9・づ　zξク《乞．4／4

43年麓『F璋顔にフq7渉艇子算顔

穿三所「発車i裟岡 ロケvト虎爽侮牙

l工収星甫爽経勇

Pコケ・ソト灯〕ニサ▲1径衡

l二躯星豊鮒鮨衡

P　の　処 i

小　計　’　　i　　・
誹

1㊨／8フμ‘∂

@3、二zタリ8〆・9

憎憎大学 科学躯憎憎更降賓 ㊨殊：鑑鎧
一

文
　
部
眉

ぎ宙航窒研突所 Mロケット協学修奏 　●Q／o、く∠32

誹 ㊨　55α’ooo

堰@3・／・3・・町

（6）
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1

1旨司坦当授痴 事　　　　　　　　項　　　　　　　　　　i 44縷概箪躰頻 藤　　　　　　　寿

｝エ象捜術院 ’菰峨＝研究所三巴研尻軽衡　　　｛　／／3…o
@　　　　　　　　　　　｝i十 　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
v　　　　1　　　　　　　　　　　　　　！γ3．000　　　　　　　　　　　　董

建
　
　
蒋
　
　
旨

侵・象　　庁

麻q保穿庁

T子殖学研安玩

気象婁務への葺入り拗0購

薯n裳務への算〉＼の励の施彦三

O蔭衡

註ｯ航汝ンステAの二二三二

タ：z2・身

T／：4二8

D．ク863

、
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盲

ユ日時3昭和43年9月10日火曜日
　　　　　　　延期の場合　9月・2日まで

2　打上げロケット

機　種　打上場所打上方向落下予定時刻ST軸’6・F－4納之．浦　・45・1、：。。一、、：3。STρ一160F一・。2　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　14：00～14：30

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
@　　　　　　　　　　　　ソ＼　～　　　　　　　　　　　　　　　　亙ヘゴ

　実　験　　目　的　　　　　　備

tレヤの空力安定性の試験

@　　　〃

ぴ　　　一　発鷺㌦）　　　　　　　　　　　　　　　　　底辺の長さ1マ伊（t8㎞

@　　　　　　　12　　150
31●2150

@　　　　　　　　　　発進方向145。

@　　　　　　　　　　左右角　10。

ﾊ
　
　
　
〆

oo

～　　　　　　　　　　　　　　　■

@　　　　　　　　　軌

270 　　go『

P800

@　3P。

1　　　20
／‘　　　　　9　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　131

182

　　㎞
P
：
1
0
0
0
0
0
0
●

一1・一



1

2

日時’3昭和43年9’月12日木曜日

　　　　延期の場合　9月14日まで

打上げロケット

．機　　　　種 打上場所 打上方向 落下予定時刻 実　験　　目　　、 備

SO－160－1 内之浦 145。 ユ1●：σ0冨11…30 推が中断装置の機能試験高空に

SO－250B－1 〃 〃 14：00～14：30 おける推力中断装置の試験 （A）第1段（B）第2

段

「

～ 、

Nへ　＼

曳
リ　　マ　　，海 域

＼ 発射点より中心点まで

内 浦
半径

．1α3NM（19㎞）

2．2NM（4㎞）

発射点より中心点まで

当寺 （勾1t3　NM（21㎞）

半径2．2NM 4Km）

12K皿　　1
50 31●

215●
発射点より中心点まで

㈲27NM（50Km）
半径5．4NM　1 ）

’

6種

ピ

＼
　　o@　’q

発進方向145。

の

島

r～～ヴ〉し

o

270 goo

1800
幽

30●

0、　　10 20 40 60　　　　　　60 100
● ’　●

㎞

1 1。 13
o・

一・ Q一



1日時2昭和43年9月141日土曜日
　　　　　　延期の場合

2　打上げロケット

9月16日まで

機　　　種 打上場所 打上方向 落下予定時刻 実　験　　目　的　　　　． 備　　・　　考

S－160－1

r－160－2
PT一一160一一・3

内之浦

@〃

@〃

145。

@〃

@〃

1Q：00～10：30

P3；00～13330

P6；00～16；30

イオン密度凄よび電導度の観測

蜍C電場の観測

蜍C電離量の観測’

、
＼
＼ ノへ_．

　’@
～
∫
’

囚 リ　マ　海 域

　　’X　　　　　｝

ノ辺

）　1勧 50

2150
発射点より中心点まで

43NM
（85Km）

＼∂ 層

レ種 ！＼
、

子 alNM
島 　　●i15Km）9

…

屋久島
oo’

＼　発進方向1

450 2ケ0。
goo

1800

@　　　　　0一¶
一

0　　10 20
4
1

60　　　　　　80・ 100．

@1
㎞

1；1000000

1 1。 1 2。

一3P一



の　　　　　　　・

1日時3昭和43年9月15日日唯日
　　　　　延期の娚合

2　打上げログツト

9月1．◎日まで

機　　　　種 打上場所 打上方向 落下予定時刻 実　鹸　自　的 備　　　　考

MT－135－36

lT－135－37

内之浦

@〃

115．｝ 11：00～11：30

P4：00～14；30
気温・風の観測

ご上

リ　マ　海　域
内 浦

9
辺塚 発射点より中心点まで

27NM
12　　1 50

o

2150 4．3NM（8㎞）

∂
　
種 発進方向145。

子

島

oo

屋久島

、
2700 goo

1800

0　10’　20 40 60　　　　　80 100

㎞

1：1000000
1 1。 132。

一4一



6　　　　　　　剛

●

1日時3昭和43年9月’17’日火曜日

　　　　　　延期の場合即月19日まで順延

2　打上げロケット

機　　　種 打上場所 打上方向 落下予定時刻 実　験　目齢的 備　　　　　考

SB　一皿A

FLS一一C一一D

種　子島 115。

P10。

10：30～11：00

P4：00～14：30

高度約60Kmまでの気象観測

kS－Cに使用するフースタ・一の

ｫ能澄よぴ分離機能確認

～
／
＼
、
（
一

　　　宝@
　
　
～
　
　
ノ
　
　
■
〕
弓

、＼

@＼’フ 内

う
浦
し
ノ リ マ　海　域

▽〆　〆 　　1　　’

ﾋノ
　
　
／
毎
戸
／
ノ

ノ〆

ル 12　　1 25。

1。
2150

oo

ハ
6

2700

種
子

goo

島

1800
屋久島 ● 発射点より

／｛＼「へ　　　　、●r」ρ

124NM（23㎞）
～ 底辺の長さ　4．3NM　（8Km）

発進方向110。

発射点より中心点まで

52．9NM　（98Km）

半径　10．8NM （20Km）

0　　10　　20 40 60 80　　　　　　100

㎞ オ　発進方向
1150

1：1000000
13 1。 1 2。
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1日時3昭和43年9月18日水曜日
　　　　　　延期の場合は　　9月1・9日まで順延

2　打上げロケット

機　　　　」種 打上場所 打上方向 落下予定時刻 験＿．　　・ 」

NA：L一一16－H

rB一；皿

種子島

@　〃

115●

@〃

10：30～11：00

P4：00～14：30

固体ロヤツトの高性能化に必

vなデータを得るため

Gソジソ部を切離し、パラシ

?[・トで落下させる

ζ

リ　　マ　　海 域

罰

o 内

辺　12　　1

50

2150 　　　31。
盾

δ

種
270 goo

子＼
島ノ

屋久島

ノ
、 1800

発射点より中心点まで

52．9NM（98Km）
半径1α8NM（20Km）

ら

30．

0　　　10 20　　　　　　40
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60　　　　　　80　　　　　　100
P　　　　　　　　　　1

㎞ 発進方向 1150
1： 1000000
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♂　　　　」 ●
．　　　5　馬

1日時3 甲’和43年9月19．日木曜日

2　打上げロゲツト

機　　　　種 打．ヒ場所 打上方向． 落下予定時刻　　　　　　9 実　験　　目　的 備　　　　考

NAL－16一・H 種子島

@　　　9’

115● 1033（ン41：00’ 固体ロヶツ・トの高性能化，に必

vなデータを得るため　・

@　　　　　　　　　L

《v

　　　　　　　　　’

リ マ　海　域

内 テ

辺塚

」

　●R1

o

ρ種

子
島

2700 goo

1800
久島

発進点より中心点まで

52．9NM（98㎞）

半径1α8NM（20㎞）
●

’

10　2 4 6Q　　　　　　O　　　10

㎞ ’発進方向115。

13 1● 13 2●

一7一
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　　　　　　　　　　　　　　2

昭和44年度字宙開発関係経費の概算要求概要
　　　　＼

（単位千円）
σ

一 1’　　　　　　　　奮 　　　2S4年度
省庁・ 担　当　機　関 事　　　　　　　項二 43年度予算額1 慨算要求額 備　　　　　　　　　　　考、

宇　宙・開　発　局 宇宙開発委負会謹費 一10446 、37606 辱

　　　　　　　　　●

’

軸 そ　の　也 151．2／7 7468σo
、　、

科’
小　　　　　　　計　h ’25：663 78呉4：06 、

航空宇宙孜術研究所 享宙麟麟繕費 ㊨326250
@・670791

　　　、
C　A！03554’ 、　．

学 宇宙開発推進本都 一十管埋連掌費（3ケ月弁） ⑫∴547800
@257414！4一 5∴！38

」4．3年度予算額に？いては総予算額　　　　　　　　　　　　　　　一

ノ 邑　　　　　　　　●

霜醗隷叫・ケツ腰融胸　　　　　、 　、
b

雪噂6643598　農2041059

、

孜 一

．　　　．

人工衛星囎発粧貧 葡孟508：000
、，

A

、 557842
　　　　　　　　　　，

ロケジト打上げ耗貧 鍾弼89702
術 3！《≦9；872 、

人工衛星迫跡経費 働417000 、

o

、

297543
rP

｡ 　　　　　　ノP その．他 650684 雑収入6よ3ぎ5を含む　　　・

i ’

　　　　　　　一ｬ　　　　　　　計， 1336乙2乙5
W68α00σ

、，

@　　　　　　一
一 唖

1

●

一

斎 ㊨孟87艦050 妻，！3366．265
、

↑

、　　　． 327α868　　　　　　、 ！06／9098 ’

＼
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